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【目的】精液中の酸化ストレスは精子ＤＮＡ断片化の要因として知られており、男性側の妊

孕性を間接的に反映すると言われている。酸化ストレスは原精液中の酸化力と抗酸化力を

同時に評価する必要があり、ＭｉＯＸＳＹＳⓇによりそれらの総和を標準酸化還元電位（ｓ

ＯＲＰ）として測定することができる。これまでにｓＯＲＰと原精液所見の相関性について

の報告はされているが、血中酸化ストレス度との関係性は明らかになっていない。本研究で

はｓＯＲＰと血中酸化ストレス度との関係性を調べた。 

【方法】２０１８年５月から２０１９年１２月に当院で精液検査にて、ｓＯＲＰを測定した

８４０症例を対象とした。ｓＯＲＰの測定はＭｉＯＸＳＹＳⓇの使用手順に従った。ｓＯＲ

Ｐ値と夫の年齢、原精液所見、血中酸化ストレス（ｄ－ＲＯＭｓ、ＢＡＰ、ＯＳＩ値）との

関係を単回帰分析で調べた。 

【結果】夫の平均年齢は３７．３歳、禁欲期間４．２日、総精子濃度６８．９×１０６ｓｐ

ｅｒｍ／ｍＬ、運動率５６．４％、ＳＭＩ１６５．８であった。平均ｓＯＲＰ値は７．２６

±９９．９ｍＶ／１０６ｓｐｅｒｍ／ｍＬであった。ｓＯＲＰ値と禁欲期間の間に有意な正

の相関が、総精子濃度、運動率、ＳＭＩの間には負の相関が認められた。 

【考察】ｓＯＲＰが低いほど、精子は酸化されておらず正常な状態である。加えて総精子濃

度、運動率、ＳＭＩがｓＯＲＰと負の相関を示したことから、ＯＲＰ値を改善することによ

って乏精子症や精子運動性を改善できる可能性が示唆された。ｓＯＲＰと血中酸化ストレ

スとの間に関係性がみられなかったので、血液検査による血中酸化ストレス度の測定のみ

ではなく、精液中の酸化ストレスの程度を直接測定する必要があると考えられた。 


